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公益社団法人日本心理学会研究集会等助成金 成果報告書 

 

代 表 者 氏 名 五十嵐 靖博 所 属 山野美容芸術短期大学 

研究会等名称 批判心理学研究会 

 
成 果 概 要 

 
１）参加人数（会員・非会員及び認定心理士の人数を記載してください） 
 

会員    59 名（うち認定心理士   4 名） 
非会員   10 名（うち認定心理士   0 名） 

 
２）集会等の目的・成果等 
 下記の研究集会を主催した． 
 
① 第 24 回批判心理学セッション 
日時：5 月 27 日（土），午後 1 時開始 
開催形式：Zoom によるオンライン開催 
発表者と発表タイトル 
1.栗田 季佳（三重大学）「差別の心理学に向けて：心理学の理論と実践を振り

返る」 
2.増田 匡裕（和歌山県立医科大学）「Q 方法論は心理学に帰れるか」 
3.五十嵐 靖博（山野美容芸術短期大学）「臨床心理学・心理療法における批判

心理学的アプローチ」 
実施内容と成果： 

障害児・者心理学の諸研究，諸理論を批判的アプローチにもとづいて再検討

する研究，Q 技法の理論的考察と心理学研究に適用する試み，臨床心理学と心

理療法において社会正義アプローチなどの批判的アプローチを適用する理論

的研究が報告され，活発な議論が交わされた．今日の日本心理学における批判

心理学的実践の新たな可能性を知ることができた． 
 
 
 
② 第 25 回批判心理学セッション 
日時：7 月 23 日（日），午前 10 時開始 
開催形式：Zoom によるオンライン開催 
発表者と発表タイトル 
1.和田 香織（カルガリー大学）「医療化される悲嘆：正常と異常の線引きをめ

ぐる考察」 
実施内容と成果： 
 ICD-11 と DSM-5-TR の最新改訂版において，「遷延性悲嘆障害」（複雑性悲

嘆）が正式に採用され，「正常」とみなされない悲嘆や喪失反応が精神疾患と

して分類されることになった．その一方，「正常」な悲嘆とは具体的にどのよ

うなものであり，それは誰にとっての「正常」なのか．悲嘆が疾患として概念

化されることで，どのような社会的な影響が生じるのかが重大な問題となって

いる．本発表と討議を通して疾患概念の社会的構築性や悲嘆の文化的な規範を

焦点化し，悲嘆の医療化が検討された．  
 



 
③ 第 26 回批判心理学セッション 
日時：10 月 21 日（土），午前 10 時開始 
開催形式：Zoom によるオンライン開催 
発表者と発表タイトル 
1.秋本 倫子（東洋英和女学院大学）「新型コロナワクチンをめぐって」 
2.五十嵐 靖博（山野美容芸術短期大学）「福島第 1 原発の『処理水』をめぐる

ディスコース：批判心理学の視点」 
実施内容と成果： 
 コロナ禍が終わりつつある状況において，新型コロナワクチンをめぐる政策

や言説を批判的に検討する研究と，福島第 1 原発の『処理水』を放出する政策

とその安全性にかかわる様々な言説をディスコース分析に拠って検討した研

究が報告された．いずれの研究発表も今日の日本社会において重要な社会課題

を扱っており，討議を通して心理学の社会性を改めて確認した．  
 
 
④ 第 27 回批判心理学セッション 
日時：2 月 18 日（日），午後 1 時開始 
開催形式：Zoom によるオンライン開催 
発表者と発表タイトル 
1.相川 真穂（橋本財団ソシエタス総合研究所）「集団間関係研究の批判的考察：

どの「集団」の視点が反映されているか？」 
2.増田 匡裕（和歌山県立医科大学）「Q 方法論を用いたシャーロキアンの認知

構造の分析: 同床異夢の全 60 篇なれども呉越同舟にはあらず」 
開催形式：Zoom によるオンライン開催 
実施内容と成果： 
 今日の北米を中心とする主流の社会心理学研究にひそむバイアス，特に集団

に関するバイアスを批判的に検討した研究と， Q 技法を理論的に拡張し，シ

ャーロキアンの認知構造を分析したユニークな研究が報告され，活発な討議が

行われた．いずれの発表も他では聴く機会の稀な革新的な視座や観点を含んで

おり，今後，日本心理学の諸領域において新たな研究を推進するうえで貴重な

知見を得た． 
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2024年  4月  29日

研究会名称 批判心理学研究会

研究会番号 23,010

助成金額 ¥30,000

年 月 日 項 目 金 額

2023年5月7日 ZOOM会費 ¥2,338

2023年7月7日 ZOOM会費 ¥2,338

2023年10月7日 ZOOM会費 ¥2,338

2024年2月7日 ZOOM会費 ¥2,338

2023年12月19日 資料印刷用カートリッジ ¥6,720

2024年1月6日 資料印刷用カートリッジ ¥5,945

支出合計 ¥22,017

日本心理学会研究会  2021 年度会計報告書
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